
「慢性の病い経験を捉える新しい概念生成に関する現象学的研究―治癒や管理とは異なる視座の開拓」  

[2017 年度トヨタ財団研究助成プログラム D17-R-0563] 

 

       Kick off cafe いきいき病む？！ 

         私たちから医療現場に新しい言葉を提案しよう 

 

◼ 日時：2018年 7月 22日（日） 13：30～17：00 

◼ 場所：首都大荒川キャンパス 図書館 コミュニケーションスクエア 

◼ プログラム： 

１．“ikiiki/ikeike研究会”のねらい―プロジェクト概要説明（研究代表者：坂井志織） 

   🍧アイスブレイク 

２．私たちは病いとともに暮らす方にこんな語りを聞かせてもらってきました 

―これまでのインタビュー内容の分析を紹介：話題提供者①細野知子―糖尿病患者の語り 

                    話題提供者②菊池麻由美―筋ジス患者の語り 

―当事者の声 

    🍵 Tea Time ＠ラウンジ  荒川ジモティおすすめ洋菓子店の茶菓など 

３．みなさんのお声を聞かせてください 

―ゲストからのコメント・フリーディスカッション 

🍵  ゲスト：村上靖彦さん（大阪大学） 

 

 

 

 

◼ 参加費：無料  

◼ 事前申込：不要。当日、受付にて参加証配布です。お気軽にお立ち寄りください！ 

◼ 懇親会：カフェ終了後に懇親会を予定しています  

◼ 問い合わせ先：illness.pcf2018@gmail.com  担当：細野知子 

 

             

 

主催：ikiiki/ikeike研究会 

【チーム ikiikiメンバー】 

坂井志織（首都大学東京・看護学） 

菊池麻由美（東邦大学・看護学） 

細野知子（日本赤十字看護大学・看護学） 

小林道太郎（大阪医科大学・哲学） 

榊原哲也（東京大学・哲学） 

杉林稔（愛仁会総合健康センター・医師） 

鷹田佳典（早稲田大学・社会学） 

福井里美（首都大学東京・看護学、心理学） 

ゲスト紹介：村上靖彦さん 1970年、東京都生まれ。大阪大学大学院人間科学研究科教授。レヴィナスを中心とした現象学研究から出

発する。小児科での自閉症研究を経て、現在は看護師や助産師たちへの聞き取りなどのフィールドワークを行いながら、様々な「他者と

の接触」の場面について、テクスト分析と臨床実践の双方からアプローチする新しい哲学を切り拓いている。 


